























































図 2　日本各地出土の黄釉陶器盤 （1 長野・東中村経塚，2 福岡・京ノ隈2号経塚，3 福岡・博多上呉服町，




























図 3　北白川追分町遺跡の石棒 図 4　石棒実測図　縮尺 1/7
　石棒は棒状の形をした縄文時代の石製品で，
祭祀や呪術にかかわる道具であったと考えられ
る。近畿地方では，中期末（約4000年前）に東
日本から伝わって，縄文時代が終わりを告げる
晩期末（約2300年前）まで使われた。
　ここに紹介する石棒は，近畿地方における石
棒を使う祭祀の始まりと終わりの時期のもので
ある。縄文時代の祭祀や石棒の形のうつりかわ
りを探る上で，大変重要な資料である。
　１は中期末の石棒で，頭部と基部が別々に見
つかった。1aは頭部で，端部が笠状にふくらん
でいる。1924年に藤本理三郎氏が農学部敷地で
採集し，文学部考古学教室に寄贈したものであ
る。1bは基部で，農学部総合館新営にともなう
1976年の発掘調査で発見された。残念なことに，
中央部分が失われているが，石材などからみて
同一の製品と考えられる。もとは１ｍ前後の大
型の石棒であったのだろう。
　２は1972年，農学部総合館新営工事の最中に
偶然発見された。全長62.7㎝をはかる。両端部
ともすぼまった形で，断面は偏平な楕円形をし
ている。晩期末ごろのものと思われる。１の石
棒と比較すれば，随分と形が変化していること
に気付くであろう。また，この石棒は緑色片岩
という石が使われている点でも注目される。こ
の石は，付近では和歌山の紀ノ川流域などでみ
られるものである。交易によって運ばれてきた
のだろうか。縄文人の交流の一端についても語
りかける資料といえよう。　　　　　 （千葉豊）
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